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守り創り育てよう ふるさと島根の景観

第23 回

しまね
景観賞



表紙のご紹介

■出雲平野の築地松景観フォトコンテスト

〈入選〉タイトル「日の出」
出雲市斐川町　島田　　浩

全国的に貴重で美しい出雲平野の四季折々の築地松景観や人々が

そこで暮らす様子など、築地松景観を題材にしたフォトコンテス

トを開催することにより、斐川地域に恵みをもたらす「築地松散

居景観」、「宍道湖」、「斐伊川」をはじめとする豊かな自然と調和

の取れた景観や歴史・文化財を活用した観光ルートの確立及び都

市と農村の交流の促進による交流人口の増大並びに築地松景観保

全意識の向上に寄与することを目的として実施。

〈テーマ〉�出雲平野の四季折々の築地松景観や人々がそこで暮

らす様子など、築地松景観を題材にした風景

〈募集期間〉平成26年1月20日～平成26年12月26日

〈主　　催〉築地松景観保全対策推進協議会

〈協　　力〉�㈱山陰フジカラー、島根県及び鳥取県内フジカラー取扱店



島根には、緑織りなす山々や変化に富んだ海岸線、日本海に浮かぶ島々など、美

しい自然があります。また、人々の暮らしの中から創り出された農山漁村の風景や、

先人の知恵が受け継がれた歴史的なたたずまいなども良く残されております。こう

した個性豊かで特色のある景観が県内の各地域にあり、今も大切に守り育てられて

います。

県では、こうした優れた景観を将来にわたって保全するとともに、新たな魅力あ

る景観を創り育むことを目的に、「ふるさと島根の景観づくり条例」を平成3年に制

定し、様々な施策を進めております。

その一つである「しまね景観賞」は、魅力ある島根の景観づくりに貢献している

まちなみや建造物、活動等を表彰し、快適で文化の薫り高い島根の景観を形成して

いくことを目的としています。平成5年の創設以来、今回を含め247件が受賞され、

多くの県民の皆様に高い関心を寄せていただいております。

第23回となる今回は、大賞の「天神川水門」をはじめ、11件の建造物や活動など

を表彰いたしました。受賞されました皆様に、心からお祝いを申し上げます。また、

審査委員の皆様や本賞の趣旨に賛同し、ご応募いただきました皆様に、厚くお礼を

申し上げます。

今後とも、島根の魅力ある景観の保全・創造に向けて取り組んでまいりますので、

一層のご理解とご協力を賜りますよう、お願いいたします。

平成28年2月

はじめに

島根県知事

溝口善兵衛
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第23回を迎えた「しまね景観賞」の応募総数は117通あり、県内はもとより観光で訪

れた他県の方からの応募もあり、この賞が広く受け入れられていることがうかがえる。

選考に当たっては、まず書類審査で21件を選定し、その後、現地審査と最終審査会を

行い慎重に審査し、5部門11件の建造物や活動等を選定した。

大賞は『天神川水門』である。この水門は従来の上下に動く構造と違い、円筒形のゲー

トの回転による形式で高さを低く抑えており、通りかかっても気が付かないくらい見事

に隣接する県立美術館、宍道湖岸などの周辺の景観に溶け込んでいる点を評価した。

優秀賞は5件である。「まち・みどり・活動部門」の『シビックセンターゾーン』は、

江津市中心部の一角に位置し、公営住宅等の施設に地元産の石州赤瓦を活用することに

より、魅力ある赤瓦景観の街並みづくりを評価した。「公共建築物部門」からは、県立図

書館に合わせて壁を斜め45度にすることで、松江城方向の視線をさえぎることなく周辺

の景観と見事に一体化した『島根県立図書館駐輪場』と、寄宿舎の白い外壁と木構造の

アプローチデッキの調和が図られていて、前面に広がる自然景観の中に溶け込んでいる

『島根県立飯南高校寄宿舎』を選んだ。「民間建築物部門」の『大森座』は、郵便局など

として長年使われて老朽化した建物を、日本一小さなオペラハウスとして用途を変え復

元され、建物のみならず裏の竹林や隣家の外壁まで景観に配慮し整備した点を評価した。

「屋外広告物・その他部門」の『玉造温泉看板』は、イラストを添えた小さな木製の案内

看板で、若い世代の方の発案によるもので、周囲の景観にも合っている点を評価した。

奨励賞は5件である。「まち・みどり・活動部門」からは、色とりどりのチューリップ

の華麗な風景が楽しめる『伯太チューリップ』と、土木遺産となった未完成の鉄道を地

区住民が次世代へ伝えようと、雑木の伐採や草刈などを行っている『まぼろしの広浜鉄

道「今福線」』を選んだ。「土木施設部門」からは、高津川にかかる白い5連アーチのレ

トロ感と近代的な趣きのある『土木遺産「高津川に架かる高角橋」』を選んだ。「公共建

築物部門」からは、由緒ある村上家の資料館として、湧水を引いた庭園の池など景観に

配慮した『村上家資料館』を選んだ。「民間建築物部門」からは、石見地方の典型的な農

家住宅で季節毎の花など周囲の景観と調和している『旧道面家住宅』を選んだ。

今後も、この「しまね景観賞」が魅力あふれる島根の景観づくりに寄与するとともに、

さらに多くの県民、事業者の皆さんがよりよい景観づくりに一層積極的に取り組まれ、

生活と文化の豊かさを実感できる県土が築かれていくことを期待してやまない。

平成28年2月

選考総評

しまね景観賞審査委員会
委員長

藤岡　大拙
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天神川水門大 賞

〈事業主体〉国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所
〈設 計 者〉 いであ株式会社、基礎地盤コンサルタンツ株式会社、

株式会社シマダ技術コンサルタント
〈施 工 者〉 出雲土建株式会社、松江土建株式会社、�

株式会社IHIインフラシステム、�
三菱電機システムサービス株式会社、サンベ電気株式会社

〈概　　要〉 一般的な上下に動く水門ではなく、ライジングセクター
ゲートという円筒形のゲートの回転による水門。
高さを低く抑えており、通りかかっても気が付かない
くらい周辺の景観に溶け込んでいる。
管理棟も周辺の景観との調和に配慮されており、宍道
湖が眺められるようベンチも設置。

今年で23回目を迎えるしまね景観賞において土木施設部門か

ら初めての大賞受賞。徒歩で宍道湖大橋を渡り、しばらく歩いて

島根県立美術館にたどり着くと、その途中に「こんなところに、

水門が」と、誰も気がつかないのでは。一般的な水門の形式は、

上下に動く構造からして一見してわかるが、天神川水門ではライ

ジングセクターゲートが採用され、円筒形のゲートの回転によっ

て宍道湖の水位上昇の影響を受けない仕組みになっている。この

形式の水門は山陰では最初の試みである。水門の高さを低く抑え、

宍道湖側に管理橋を設置することにより、水辺利用者にとって宍

道湖の新たな視点場が創られ、管理橋からは岸公園や白潟公園の

親水護岸や宍道湖のすばらしい風景を見渡すことができる。また、

水門操作の管理棟は従来のものとは全く発想が異なり、一見する

と一戸建住宅のように見え、色彩や素材等、周辺の景観との調和

に配慮されている。このように天神川水門は大きな土木構造物で

あるにもかかわらず、気が付かないくらい見事なまでに周辺の景

観に溶け込んでおり、長きに渡り住民の安全を守ってくれること

でしょう。� （荒尾慎司）

松江市袖師町～灘町
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優秀賞

〈事業主体〉 江津市
〈設 計 者〉 株式会社感性舎
〈概　　要〉 平成13～14年度にかけ、シビックセンターゾーン整備

基本計画を策定。�
公共施設等の屋根には石州赤瓦を使用することとし、
赤瓦景観を市民に提供し、その素晴らしさを身近に感
じ、石州赤瓦の街を創造・再生・継承を先導する存在
となっている。

「赤瓦景観の素晴らしさを、多くの市民にあらためて実感して

ほしい」

このような願いを込めて、計画着手から約13年の歳月をかけて

整備されてきた、江津市中心部の一角に位置する「シビックセン

ターゾーン」。明るく広々とした空間の中に点在する、公営住宅、

総合病院、保育所、中学校、警察署等の施設や、サイン、歩道の

舗装材にも、地元産の石州赤瓦が活用されている。

瓦のタイプは和洋両様あるが、色合いの主調は、石州赤瓦の代

表的な色である来待色。古瓦の趣をもつ窯変赤瓦も、大面積屋根

へ初利用されている。また、「公営住宅」において軒を出さない

デザインを採用するなど、伝統的な「和」のイメージにとらわれ

ない、赤瓦活用の新しい可能性を示す「近代的な赤瓦景観」の創

出が図られている。森に包まれるようなイメージを将来像として

緑化にも努め、中央部に位置する公園のほか、ゾーン全体に、ア

キニレ、マテバシイ、サクラ等の植栽がなされている。

公園緑地は広く市民の活動に利用されており、一帯では、散歩

やウォーキングを楽しむ人々の姿も増えてきた。今後、木々の成

長と共に、いっそう魅力的な景観が多くの人の目を楽しませるこ

とになるであろう。� （八田典子）

江津市江津町

シビックセンターゾーン
まち・みどり・活動部門
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優秀賞

〈事業主体〉 島根県
〈設 計 者〉 島根県
〈施 工 者〉 山陰クボタ水道用材株式会社
〈概　　要〉 図書館本体に合わせて45度の角度を付けることにより、

松江城山の眺望に配慮。
・構造／鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
・延べ面積／68.4㎡

出入口に立ってみて、すっきりしている、と感じ入った。まず、

風除けの壁がないのでお堀端の緑が見通せる。その開放性がじつ

に心地いい。おかげで利用状況も一目瞭然。出入りするときの衝

突事故もなくなったと聞いた。しかも、1台分ずつ区画ラインと

輪留めが設けられているため、自転車が整然と並ぶ。乱雑な駐輪

風景など、ここにはもうない。

さらに心揺さぶられたのが「斜め45度」の配慮だ。図書館に合

わせ、駐輪場も45度振られている。角度をつけた先に何があるの

か……。松江城山にほかならない。すなわち、その意図とは、眺

望を遮らず、むしろ視線を誘導し、楽しんでもらおうというもの。

図書館を設計した故・菊竹清訓氏への共鳴のほどは、角度のみな

らず、コンクリート打ち放しの相似的な外観にもうかがえよう。

じつは、堀川遊覧船から石垣と芝生越しに辺りを眺めたことが

ある。駐輪場に何の違和感も覚えなかった。つまりは、端正な美

というまとまりにおいて、図書館と見事に一体化しているという

ことではなかろうか。

松江城山の、四季折々の景観を尊び、大切にする駐輪場は、自

らもまた、好ましい景観をつくってもいるのだ。

（伊藤ユキ子）

松江市内中原町

島根県立図書館駐輪場
公共建築物部門
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優秀賞

〈事業主体〉 島根県
〈設 計 者〉 株式会社寺本建築都市研究所
〈施 工 者〉 梅木建設株式会社、株式会社後藤建設、�

日晃電設株式会社、イマックス株式会社
〈概　　要〉 寄宿舎の漆喰調の白い外壁と雁木デッキの木材の目立

たない配色にすることで、全体の調和が図られている。
・構造／木造一部鉄筋コンクリート造
・階数／2階
・建築面積／1,122.90㎡
・延べ面積／1,401.07㎡

飯南高校に新しい寄宿舎【月根尾寮】が誕生。寄宿舎の概観は、

周辺の山村風景や既存校舎になじむように、県産材と石州赤瓦を

活用しながら、積雪2ｍでも耐えられるように頑丈に造られてい

る。生徒が校舎から寄宿舎へ向かう通学路に架けられた木構造の

アプローチデッキは、月根尾寮の概観を特徴づけており、木材の

色を目立たない配色にすることで、寄宿舎の漆喰調の白い外壁と

の調和を図っている。このアプローチデッキは屋根のこう配を緩

くし、雪が屋根の上で解けることで、そばに駐車する車を積雪か

ら守る工夫もなされている。アプローチデッキの中間には食堂が

あり、琴引山や高校のグランドが一望でき、前面に広がる自然景

観を楽しみながら語りあえる場となっている。少し高い校舎から

見下ろすと、寄宿舎が周辺の森林に実によく溶け込んでおり、入

寮希望者はますます増えることでしょう。� （荒尾慎司）

飯石郡飯南町

島根県立飯南高校寄宿舎
公共建築物部門
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優秀賞

〈事業主体〉 中村ブレイス株式会社
〈施 工 者〉 有限会社��中島工務店
〈概　　要〉 郵便局、医院の分院からオペラハウスへと用途を変え

るも、外観は当時の趣きを残したまま大森の町並みに
溶け込んでいる。
・構造／木造2階建て
・敷地面積／305.81㎡
・建築面積／106.27㎡
・延床面積／148.78㎡

郵便局から医院の分院へ、そしてオペラハウスへと数奇な運命

を辿ってきた新・大森座の誕生なのですが、一見すると音符が溢

れてくる場所だとは気付きません。周辺居住者、初めての来訪者、

リピーター、誰にとっても、印象に残る景観が整えられています。

文化庁重要伝統的建造物群保存地区内のリノベーション物件と

して、近くには類似の特徴的な色の窓枠の住宅があり、町並み形

成の流行の一端に触れることができます。裏の竹林は、室内外ど

ちらからも佳き眺めに刈り込まれ、通り側のかつてのままの手吹

き板ガラスからは、奥の庭を見通せる楽しみもあります。

また、特注の飛騨家具の椅子に座ると目に入ってしまう隣家の

壁面を、美観を損ねない材料へ取り替える工事も担われたそうで

す。第1回に町並み全体で受賞されてから、複数の建築物の受賞、

そして第20回の町並みの貢献賞と、大森の町の人々は、脈々と景

観を大切にする意識を持ち続けられているように思われます。

今回の受賞は、まるで地域と個人の相乗効果を目指して、“One�

for�all,�all� for�one”の世界に手が届いた日本のラグビー精神を、

景観まちづくりで具現化された象徴のようだと感じました。

（藤居由香）

大田市大森町

大森座
民間建築物部門
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優秀賞

〈事業主体〉 （一社）松江観光協会玉造温泉支部
〈設 計 者〉 株式会社あしたの為のDesign
〈施 工 者〉 渡部印刷株式会社
〈概　　要〉 玉造温泉街づくり事業（平成19年度開始）の一環とし

たサイン整備を、平成26年度実施。
見て楽しく景観に配慮したものとする、温泉街入口案
内看板、神話オブジェ案内看板、オブジェレリーフ7ヶ
所、まち歩きスポット案内看板10ヶ所などを設置。

この看板が選出された理由は多数ある。

まず、それが、看板その物が大きく主張せず、30㎝四方くらい

のおそらく素材が足場板のような材料で作られた木製で、今時の

長持ち、派手見せの看板と異なることである。

又、同じデザインで所々に設置することにより、地域の面とし

て訪れる人の目に留まり、全体（1個ではなく）としての統一が

とれたサインとなっている。

そして、それが車ではなく、そこを散策する人々を対象として

いることである。旅館でお湯に入った後に下駄で歩き、見入って

いる人の姿が目に浮かぶ。

その記載されたメッセージと共に、旅する人の心にやさしく語

り掛けている。

多くの屋外広告が、広告・宣伝・道案内・説明等々のなかで、

この玉造温泉の看板は、そこに歩いてたどり着いた人をやさしく

迎え入れる為に設置された看板である。� （矢野敏明）

松江市玉湯町

玉造温泉看板
屋外広告物・その他部門
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奨励賞

〈事業主体〉 安来市観光協会伯太支部
〈概　　要〉 平成元年からはくたチューリップ祭を始め、今回で27

回目となる。
現在は、2haの敷地に100品種、約60万本のチューリッ
プが咲いている。
オランダをイメージした風車小屋をバックに、赤・白・
黄色・ピンクなど色とりどりの花が咲く。

伯太のチューリップは出雲市斐川町今在家と並んで、県内の代

表的なチューリップ農村公園である。その歴史は古く、昭和42

年から栽培を始めている。伯太町物産協会と伯太町農協が中心と

なって、初めのころは12haにおよぶ大規模な作付面積のときも

あったが、種々の条件の変化により、現在では伯太川の右岸、安

来市伯太庁舎周辺およそ2haの敷地に、100品種、約60万本を植

栽している。毎年4月上旬から中旬にかけて、オランダ風車をイ

メージした風車小屋をバックに、赤・白・黄・ピンクなど色とり

どりの花が咲き乱れ、美しい花園を演出している。地区民はもと

より、外部からも多数の人々が訪れ、華麗な風景に心を和ませて

いる。� （藤岡大拙）

安来市伯太町

伯太チューリップ
まち・みどり・活動部門
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奨励賞

〈事業主体〉 沿線自治会
〈概　　要〉 浜田市と広島市を結ぶ鉄道として、戦前と戦後２回計

画され、建設を進めながら建設途中で中断された。�
80年以上経過した橋梁やトンネルがあり、安全性を保
ちながら観光ツアーやシンポジウムを行っており、地
元の皆さんも草刈りや観光ガイドとして活動している。

「広浜鉄道」は、山陽の広島と山陰の浜田を結ぶため、戦前（1933
年）、戦後（1969年）の2回にわたって着工された鉄道です。ト
ンネルや橋梁等の主要構造物がほぼ建設されたものの、戦争や財
政難によってレールがひかれることはありませんでした。しかし
ながら、「幻の広浜鉄道」として古くは80年以上を経た遺構を今
でもたどることができるのです。
山陰本線の下府駅を起点とする今福駅までの間は、「今福線旧
線」と呼ばれています。旧線をたどるため下府川に沿ってしばら
く車を走らせると、コンクリートの列柱（橋脚）が谷に現れます。
長い時を経て黒ずんだ橋脚は川を渡って規則的に立ち、自然の中
では異質でありながら、山の中で大木に出会った時のようにおも
わず手を合わせたくなる景観です。
現在も県道として使用されている5連アーチ橋のリズミカルな
美しさと強さ、抜けたら時を飛び越えてしまいそうなトンネル、
おろちの泣く声がたしかに聞こえるアーチ橋の脚元。自然と営み
が調和する中山間部をたどる遺構ツアーは、廃線ファンならずと
も心が沸き立ちます。
説明をうかがう私は、「幻の広浜鉄道今福線マップ」を手にし
ています。ポイントには案内板もあり、見どころを逃すことはあ
りません。さらに、橋脚の先にあるトンネルを見ようと登った斜
面の雑木や草は掃われ、きれいに手入れがされていました。
叶わなかった思いを残す今福線の遺構は、地元の皆さんには日
常的な風景ですが、我が国にとっては貴重な土木遺産です。専門
家と地域、関心を寄せる様々な人たちの交流は、今福線を次世代
へ伝える地域の活動へつながっています。� （井ノ上知子）

浜田市

まぼろしの広浜鉄道「今福線」
まち・みどり・活動部門
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奨励賞

高角橋は日本一の清流高津川にかかる橋で、5連アーチが美し

く昭和17年に建設されていらい現在も通学路、生活道として地

元に親しまれ必要とされている現役の架橋です。全国的にも大規

模で島根県内で唯一の鉄筋コンクリートローゼ橋で、全長261m、

コンクリート素材にアーチリブの窪みが梁まで連続性をもって施

されており、立体感や奥行きを感じさせます。この窪みは一般的

なコンクリート造りの構造物には無い造詣的な意匠を施したデザ

イン上の工夫だといわれています。平成23年には（公社）土木学

会選奨土木遺産に認定され、改めて高角橋の文化的価値、再評価

や街づくりへの活用などの取り組みが行われています。

建設されてから73年という年月が現代も新鮮なレトロ感と近

代的な趣きを感じさせるのでしょうか、これからも大切に守り続

けていきたい貴重な景観です。� （福原幸恵）

〈事業主体〉 島根県�
高角橋を永久に保存する会

〈施 工 者〉 寺戸工業株式会社
〈概　　要〉 昭和17年、鉄筋コンクリート・ローゼ桁で建設され、5

連アーチの美しい橋は当時、全国的にも珍しかった。
平成25年に再塗装され、5連の白いアーチが日本一の清
流、高津川の水と緑に映える。

益田市高津～須子町

土木遺産「高津川に架かる高角橋」
土木施設部門
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奨励賞

〈事業主体〉 海士町
〈設 計 者〉 村上建築設計事務所、�

学校法人瓜生山学園京都造形芸術大学
〈施 工 者〉 株式会社鴻池組山陰支店、飯古建設有限会社、�

有限会社北峯工務店
〈概　　要〉 後鳥羽上皇のお世話をしたという由緒ある村上家の屋

敷を、昔の写真を元に資料館として復元。
・構造／木造2階建て
・建築面積／304.42㎡
・延べ面積／360.59㎡

村上家は隠岐に御配流された後鳥羽上皇のお世話をしたという

隠岐を代表する由緒ある旧家である。海士町では、村上家の屋敷

を資料館として、景観に配慮しつつ整備した。

明治33年旧村上家が焼失した後、再建されたときの姿を当時

の写真を元に復元しており、木塀や奥の森から湧水を引いた庭園

の池など、庭園の姿を見ると当時の生活を偲ぶことができる。正

面から裏手に回ると、縁側で話をする人たちの姿も見受けられ、

地域の方々の憩いの場にもなりつつある。景観に配慮した手作り

の薪小屋の脇には、隠岐神社へ通じる周辺散策道も整備されてお

り、この地の歴史に思いを馳せつつ、ゆっくりと流れる時間を過

ごすことができた。「継承すること」について考えることができる、

海士町の新しい観光スポットになることを期待したい。

（豊田庄吾）

隠岐郡海士町

村上家資料館
公共建築物部門
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奨励賞

〈事業主体〉 吉賀町�
道面君江

〈施 工 者〉 株式会社スタジオセンス
〈概　　要〉 18世紀頃の石見地方の民家として、入母屋茅葺き14坪

ほどの農家建築が今なお残っており、屋根の葺き替え、
虫除けのための燻しなどを行い、建物の維持保全に努
めている。

中国自動車道六日市インターチェンジからほど近い注
し め

連川
がわ

集落

に旧道
どう

面
めん

家
け

はある。

18世紀頃の石見地方の典型的な入母屋茅葺き14坪ほどの「お

もて」と「なんど」の二間と土間からなる農家建築である。防寒

対策のため軒は低く、入り口がある南面以外はすべて全面土壁と

なっており、このような造りの建築は他にほとんど現存しておら

ず、昭和44年に国の重要文化財に指定された。古民家としては日

本で二番目に小さい重要文化財である。

現在は町が管理し、一般公開もしているが、屋根の葺き替え、

虫除けのための燻しと建物の維持管理も大変である。

建物の周囲には、薪小屋、厠、井戸などが配置されており、植

栽も豊富で、桜、ツツジ、藤など季節毎の花を楽しむことができ

る。また、前面道路も曲がりくねった狭い路で、背景の山にも人

工物がなく、建築当時の様子をうかがうことができる。

専用駐車場がなく、一度に観光客を迎え入れることはできない

が、アクセスも比較的容易で小人数でふらっと立ち寄って周囲の

景観も含めてのどかさを体感してもらいたいものである。

（冨樫篤英）

鹿足郡吉賀町

旧道面家住宅
民間建築物部門
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天神川水門
事業主体／国土交通省

中国地方整備局
出雲河川事務所

1

1

5

9

8

6

3

4

7

11

2

10

シビックセンターゾーン
事業主体／江津市

2

島根県立図書館駐輪場
事業主体／島根県

6

伯太チューリップ
事業主体／安来市観光協会伯太支部

3

島根県立飯南高校寄宿舎
事業主体／島根県

7

大森座
事業主体／ 中村ブレイス株式会社

9

玉造温泉看板
事業主体／  （一社）松江観光協会玉造温泉支部

11

まぼろしの広浜鉄道
「今福線」
事業主体／沿線自治体

4

村上家資料館
事業主体／�海士町

8

旧道面家住宅
事業主体／吉賀町、道面君江

10

土木遺産
「高津川に架かる高角橋」
事業主体／島根県、高角橋を永久に保存する会

5

まち・みどり・活動部門

土木施設部門

公共建築物部門

民間建築物部門

屋外広告物・その他部門

第23 回

しまね
景観賞

大賞

優秀賞

優秀賞

奨励賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞
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審査委員

審査経過

第23回しまね景観賞第1次審査結果

部門 名称 所在地

ま
ち
・
み
ど
り
・
活
動

国宝松江城 松江市

出雲縁結び空港周辺のひまわり 出雲市

新川土手の桜並木 出雲市

伯太チューリップ 安来市

シビックセンターゾーン 江津市

まぼろしの広浜鉄道「今福線」 浜田市

土
木
施
設

土木遺産「高津川に架かる高角橋」 益田市

天神川水門 松江市

砂田川ふるさと砂防事業 邑南町

部門 名称 所在地

公
共
建
築
物

村上家資料館 海士町

島根県立図書館駐輪場 松江市

海士町立海士小学校 海士町

島根県立飯南高校寄宿舎 飯南町

民
間
建
築
物

スターバックス出雲大社店 出雲市

大森座 大田市

素材香房 ajikura 邑南町

旧道面家住宅 吉賀町

屋
外
広
告
物
・

そ
の
他

玉造温泉看板 松江市

大手前通りの郵便ポスト 松江市

雨
あま

粒
つぶ

御
おん

伝
でん

石像 松江市

蔵の美術館の看板 出雲市

しまね景観賞表彰銘板

土 木 工 学  荒尾　慎司
� 独立行政法人国立高等専門学校機構
� 松江工業高等専門学校
� 環境・建設工学科教授

作　　　　家 伊藤ユキ子
� 紀行作家

まちづくり  井ノ上知子
� NPO法人まつえ・まちづくり塾理事

行　　　　政 冨樫　篤英
� 島根県土木部長

まちづくり  豊田　庄吾
� 隠岐國学習センターセンター長

文　　　　化 錦田　剛志
� 島根県神社庁参与
� 万九千神社宮司

芸 術 学  八田　典子
� 公立大学法人島根県立大学総合政策学部教授

美　　　　術 福原　幸恵
� 画家

住居デザイン 藤居　由香
� 公立大学法人島根県立大学短期大学部准教授

○ 歴 史 学 藤岡　大拙
� 公立大学法人島根県立大学短期大学部名誉教授

まちづくり  藤田　貴子
� 江津万葉の里商店会
� 空店舗対策情報発信部会部長

建 築 業 界  矢野　敏明
� 島根県建築士事務所協会会長

※任期：平成26年4月1日～平成28年3月31日（敬称略／50音順、○印は審査委員長）

●募集期間
～平成27年8月31日

●募集結果
応募総数　117通
応募物件　116件

●第一次審査（9月11日～10月2日）
応募書類、写真をもとに第二次審査の対象となる21件を
選定

●第二次審査（10月22日・23日・26日・27日、11月5日）
選出した21物件について、現地審査及び最終審査会を行
い、11件を選定
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しまね景観賞  受賞一覧

松 江 市

● �浅野小児科医院（第1回/民間建築物）
● �塩見縄手地区（第2回/まちなみ）
● �宍道湖ふれあいパーク（第2回/公共土木）
● �くにびきメッセ　モニュメント（第2回/工作物）
● �白潟公園（第3回/土木施設/優秀賞）
● �八束町庁舎（第3回/一般建築物/優秀賞）
● �ぐるっと松江・レイクライン� �
（第3回/工作物・その他/優秀賞）
● �松江大橋川沿い柳並木通り� �
（第3回/まち・みどり/奨励賞）
● �高橋正訓邸（第3回/個人住宅/奨励賞）
● �モニュメント・ミュージアム　来待ストーン� �
（第4回/大賞）
● �京店周辺整備事業（第4回/まち・みどり/優秀賞）
● �メテオプラザ（七類港多目的ターミナルビル）� �
（第4回/一般建築物/優秀賞）
● �玉湯川県単独砂防環境整備事業� �
（第5回/土木施設/優秀賞）
● �林間劇場しいの実シアター� �
（第5回/一般建築物/優秀賞）
● �出雲国風土記　道しるべ事業� �
（第5回/工作物・その他/優秀賞）
● �白潟天満宮前ロータリー広場� �
（第5回/土木施設/奨励賞）
● �山代二子塚古墳（第6回/工作物・その他/優秀賞）
● �堀川遊覧（第6回/工作物・その他/優秀賞）
● �松江大橋南詰め（八軒屋）公園（通称：源助公園）��
（第6回/まち・みどり/奨励賞）
● �舟つきの松とその周辺（第6回/まち・みどり/特別賞）
● �島根県立美術館・岸公園・宍道湖袖師親水型
湖岸堤（第7回/大賞）

● �忌部花街道（第7回/まち・みどり/奨励賞）
● �松江市立第一中学校周辺の並木及び石積み
整備（第7回/まち・みどり/奨励賞）

● �橋本家住宅（第7回/個人住宅/奨励賞）
● �カラコロ工房（第8回/大賞）
● �美保関青石畳通り（第8回/まち・みどり/優秀賞）
● �沖泊漁港　漁業集落道（第8回/土木施設/優秀賞）
● �ウォーキング・トレイル　はにわロード� �
（第8回/土木施設/奨励賞）
● �曽田邸（第8回/個人住宅/奨励賞）
● �ヘルンの道整備　文豪記念碑サイン� �
（第8回/工作物・その他/奨励賞）
● �松江北堀美術館（第9回/民間建築物/奨励賞）
● �城山稲荷参道前の通り� �
（第11回/まち・みどり/優秀賞）
● �松江しんじ湖温泉駅（第11回/民間建築物/奨励賞）
● �美保関の屋号由来板� �
（第11回/工作物・その他/奨励賞）
● �青木にじが丘（第12回/まち・みどり/奨励賞）
● ��田和山遺跡と共存する松江市保健医療福祉ゾーン
（松江市立病院・松江市保健福祉総合センター）�
（第13回/大賞）
● �宍道湖景観を守るための嫁が島保全管理活動��
（第13回/工作物その他・活動/奨励賞）
● �花とヨシに託す宍道湖岸の景観づくり� �
（第13回/工作物その他・活動/奨励賞）
● �寺町地区のまちなみ環境整備事業� �
（第14回/土木施設/優秀賞）
● �松江市営住宅　荻田団地� �
（第14回/公共建築物/優秀賞）
● �江島大橋（第14回/土木施設/奨励賞）
● �Audi山陰（第14回/民間建築物/奨励賞）
● �荒木文之助商店（第14回/民間建築物/奨励賞）
● �宍道湖夕日スポット（第15回/大賞）
● �蔵 （々第15回/民間建築物/優秀賞）
● �上乃木のけやき通り（第15回/まち・みどり/奨励賞）
● �松江城二ノ丸のなんじゃもんじゃと松江洞陀
羅会（第15回/工作物その他・活動/奨励賞）

● �松江高専「学びの庭」（第15回/公共建築物/特別賞）
● �松江市役所美保関支所（第16回/公共建築物/優秀賞）
● �ほし柿の里「畑地区」（第16回/まち・みどり/奨励賞）
● �松江市島根町加賀の公共施設群� �
（第17回/公共建築物/優秀賞）
● �松江水燈路（第17回/活動・工作物・その他/優秀賞）
● �玉湯川の桜並木（第17回/まち・みどり/奨励賞）
● 京島の松（第18回/活動・工作物・その他/奨励賞）
● 本庄水辺の楽校（第19回/土木施設/奨励賞）
● �松江市中心市街地商店の引き戸「取っ手飾り」��
（第19回/活動・工作物・その他/奨励賞）
● �一畑電車（元南海電鉄3000系カラー、元京王
電鉄2100系カラー、昔の一畑カラー）� �
（第21回/屋外広告物・その他/優秀賞）
● �ごうぎんカラコロ美術館� �
（第21回/民間建築物/奨励賞）
● �松江城の見える夜景� �
（第22回/まち・みどり・活動/奨励賞）
● �広岡川改修工事（第22回/土木施設/奨励賞）
● �松江歴史館（第22回/公共建築物/奨励賞）
● �島根県庁舎「平成の耐震改修」� �
（第22回/公共建築物/奨励賞）
● �天神川水門（第23回/大賞）
● �島根県立図書館駐輪場（第23回/公共建築物/優秀賞）
● �玉造温泉看板（第23回/屋外広告物・その他/優秀賞）

浜 田 市

● �THE�WEST�HORIZON（第1回/工作物）
● �浜田市世界こども美術館� �
（第4回/一般建築物/奨励賞）
● �みずほ楽器（第8回/民間建築物/奨励賞）
● �石正美術館（第9回/公共建築物/奨励賞）
● �熊ケ谷棚田（第10回/工作物・その他/優秀賞）
● �浜田美都線「ハートフルロードしまね」� �
（第10回/まち・みどり/奨励賞）
● �高野の家（第13回/個人住宅/奨励賞）
● �海老谷桜（第16回/工作物その他・活動/奨励賞）
● �室谷の棚田（第20回/まち・みどり・活動/優秀賞）
● �浜田市立中央図書館（第21回/公共建築物/優秀賞）
● �三隅公園のつつじ� �
（第22回/まち・みどり・活動/優秀賞）
● �島根県立浜田高等学校第二体育館� �
（第22回/公共建築物/優秀賞）
● �まぼろしの広浜鉄道「今福線」� �
（第23回/まち・みどり・活動/奨励賞）

出 雲 市

● �高瀬川沿い町並み整備事業（第1回/まちなみ）
● �出雲文化伝承館（第1回/公共建築物）
● �大社町サイン整備事業（第1回/工作物）
● �島根医科大学築地松（第2回/緑化・修景）
● �斐川町築地松（第2回/緑化・修景）
● �矢尾・日下景観づくり活動（第3回/大賞）
● �くすのき広場（第3回/土木施設/奨励賞）
● �荒神谷史跡公園（第3回/土木施設/奨励賞）
● �佐田すばるプラン須佐神話ゾーン整備事業� �
（第4回/まち・みどり/優秀賞）
● �西林木の家（第4回/個人住宅/奨励賞）
● �平田市と木次町における公園整備活動� �
（第4回/工作物・その他/特別賞）
● �馬木北町まちなみづくり活動� �
（第5回/まち・みどり/優秀賞）
● �中島邸（第5回/個人住宅/奨励賞）
● �五右衛門川多自然型川づくり� �
（第6回/土木施設/奨励賞）
● �大社文化プレイス（第8回/公共建築物/優秀賞）
● �町道岐久海岸線の土留擁壁及び切土法面緑化��
（第8回/まち・みどり/奨励賞）
● �小村邸（第9回/個人住宅/奨励賞）

● �出西窯無自性館（第9回/民間建築物/奨励賞）
● �斐川町田園空間博物館　施設案内板� �
（第9回/工作物・その他/奨励賞）
● �原鹿の旧豪農屋敷（第10回/大賞）
● �高瀬川周辺の整備事業（第11回/大賞）
● �一畑電鉄大津町駅（第11回/民間建築物/奨励賞）
● �斐川町立図書館（第11回/公共建築物/優秀賞）
● �鷺浦の集落（第12回/まち・みどり/奨励賞）
● �宍道湖ネイチャーランド湖岸堤� �
（第12回/土木施設/奨励賞）
● �海辺の多伎図書館（第12回/公共建築物/奨励賞）
● �木綿街道の町並み（第13回/まち・みどり/優秀賞）
● �荒神谷博物館（第13回/公共建築物/優秀賞）
● �パークタウン出雲（第14回/まち・みどり/奨励賞）
● �伊藤邸（第14回/個人住宅/奨励賞）
● �島根県立古代出雲歴史博物館（第15回/大賞）
● �神戸川乙立地区河川災害関連工事� �
（第16回/土木施設/優秀賞）
● �矢尾・日下景観づくり活動� �
（第16回/景観づくり貢献賞）
● �お茶の里「唐川」（第17回/大賞）
● �神迎の道の会の景観づくり活動� �
（第17回/活動・工作物・その他/奨励賞）
● 新しい神戸堰、神戸堰橋（第18回/土木施設/優秀賞）
● �吉栗の郷　魚道堰とその周辺景観� �
（第19回/まち・みどり/優秀賞）
● �出雲大社　門前町の日よけのれん� �
（第20回/屋外広告物・その他/優秀賞）
● �木綿街道の町並み（第20回/景観づくり貢献賞）
● �山本家住宅と民芸館（第21回/民間建築物/優秀賞）
● �一畑電車（元南海電鉄3000系カラー、元京王
電鉄2100系カラー、昔の一畑カラー）� �
（第21回/屋外広告物・その他/優秀賞）
● �出雲大社門前　神門通り� �
（第21回/土木施設/奨励賞）

益 田 市

● �益田パルカディア・インテリジェンスセンター� �
（第2回/公共建築物）
● �城市家（第6回/個人住宅/奨励賞）
● �高津川の水制工作物「聖牛」� �
（第7回/工作物・その他/特別賞）
● �匹見川床止工（第9回/土木施設/奨励賞）
● �匹見川護岸工事（第10回/土木施設/奨励賞）
● �旧割元庄屋　美濃地屋敷� �
（第13回/公共建築物/優秀賞）
● �中垣内の棚田（第13回/まち・みどり/奨励賞）
● �水仙の花咲く里づくり（第14回/大賞）
● �島根県芸術文化センターグラントワ� �
（第14回/大賞）
● �新しい鏝絵の息吹� �
（第17回/活動・工作物・その他/特別賞）
● 匹見川の断崖に建つ家（第18回/民間建築物/優秀賞）
● �土木遺産「高津川に架かる高角橋」� �
（第23回/土木施設/奨励賞）

大 田 市

● �大森町町並み保存事業（第1回/まちなみ）
● �自動販売機等修景（第5回/工作物・その他/奨励賞）
● �大田市立図書館（第6回/一般建築物/優秀賞）
● �なかむら館（第10回/民間建築物/優秀賞）
● �軍平谷東谷川火山砂防工事� �
（第10回/土木施設/奨励賞）
● �仁摩町生涯学習センター・仁摩図書館� �
（第12回/公共建築物/優秀賞）
● �ブラハウスワークステーション� �
（第12回/民間建築物/優秀賞）
● �掛戸松島の一本松再生� �
（第14回/工作物その他・活動/優秀賞）
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● �路庵（第15回/民間建築物/奨励賞）
● �石見銀山世界遺産センター� �
（第18回/公共建築物/優秀賞）
● ヨズクハデ（第18回/まち・みどり/奨励賞）
● �大田市立北三瓶小中学校�校舎保全活動� �
（第19回/活動・工作物・その他/奨励賞）
● 大森町町並み保存事業（第20回/景観づくり貢献賞）
● 大森座（第23回/民間建築物/優秀賞）

安 来 市

● �和鋼博物館（第1回/公共建築物）
● �糺市営住宅（第2回/公共建築物）
● �金屋子神話民俗館及び案内サイン� �
（第4回/一般建築物/優秀賞）
● �黒田川県単独砂防整備事業� �
（第5回/土木施設/優秀賞）
● �並河家土蔵改修（第5回/個人住宅/奨励賞）
● �古代出雲王陵の丘景観づくり活動� �
（第6回/まち・みどり/奨励賞）
● �後藤家（旧宮田家）（第10回/個人住宅/優秀賞）
● �ハーモニータウン汐彩の親水護岸・遊歩道・植
樹帯（第11回/土木施設/優秀賞）

● �出雲織・のき白鳥の里（第12回/公共建築物/優秀賞）
● �観光交流プラザ　アラエッサ♪YASUGI� �
（第17回/公共建築物/奨励賞）
● �ふるさと母里（第22回/民間建築物/優秀賞）
● �伯太チューリップ�（第23回/まち・みどり・活動/奨励賞）

江 津 市

● �ミルキーウェイ・ホール� �
（第3回/工作物・その他/奨励賞）
● �今井美術館（第4回/一般建築物/奨励賞）
● �水ふれあい公園「水の国」（第5回/大賞）
● �堀江邸（第6回/個人住宅/奨励賞）
● �総合福祉施設ミレ青山（第8回/民間建築物/奨励賞）
● �江津道路（第12回/土木施設/奨励賞）
● �旅館ぬしや（第13回/民間建築物/優秀賞）
● �波積ふれあいホール（第18回/公共建築物/奨励賞）
● �ワークくわの木　江津事業所� �
（第20回/民間建築物/優秀賞）
● �江津本町甍街道　歴史と共に� �
（第21回/まち・みどり・活動/奨励賞）
● �シビックセンターゾーン� �
（第23回/まち・みどり・活動/優秀賞）

雲 南 市

● �三刀屋川河川環境整備事業（第1回/公共土木）
● �平田市と木次町における公園整備活動� �
（第4回/工作物・その他/特別賞）
● �JR木次線トロッコ列車「奥出雲おろち号」� �
（第7回/工作物・その他/優秀賞）
● �アトリエHEARTH（第7回/個人住宅/奨励賞）
● �出雲湯村温泉元湯公衆浴場� �
（第10回/民間建築物/奨励賞）
● �多根の茅葺き屋根の民家（第11回/個人住宅/奨励賞）
● �斐伊川　木次水辺の楽校（第13回/土木施設/奨励賞）
● �鉄の歴史村の町並み（第14回/まち・みどり/優秀賞）
● �山王寺の棚田（第15回/まち・みどり/優秀賞）
● �木次大橋と周辺河川環境� �
（第15回/まち・みどり/奨励賞）
● �菅谷たたらとカツラの木（第16回/大賞）
● �堀江家住宅（第16回/民間建築物/奨励賞）
● �小原橋（第17回/土木施設/奨励賞）
● �さくらおろち湖～尾原ダム～� �
（第20回/土木施設/優秀賞）
● �入間交流センター（第20回/公共建築物/優秀賞）
● �森の中の家（第20回/民間建築物/奨励賞）
● �斐伊川堤防桜並木（第22回/大賞）

● �斐伊川吉井堰魚道（第22回/土木施設/優秀賞）
● �雲南地蔵街道（第22回/屋外広告物・その他/優秀賞）

奥出雲町

● �一般国道314号　奥出雲おろちループ� �
（第2回/公共土木）
● �中国デザイン専門学校横田町セミナーハウス� �
（第3回/一般建築物/奨励賞）
● �重国住宅団地（第6回/まち・みどり/奨励賞）
● �日刀保たたらと鳥上木炭銑工場� �
（第16回/民間建築物/優秀賞）
● �船通山に咲くカタクリの花と「横田山の会」� �
（第16回/工作物その他・活動/優秀賞）
● 金言寺の茅葺屋根と大イチョウ（第18回/大賞）
● �奥出雲　鉄の彫刻美術館� �
（第18回/公共建築物/奨励賞）
● �雲南警察署阿井駐在所� �
（第19回/公共建築物/優秀賞）
● �斐伊川源流部の自然を活かした水辺空間� �
（第20回/まち・みどり・活動/奨励賞）
● �さくらおろち湖～尾原ダム～� �
（第20回/土木施設/優秀賞）
● �奥出雲町立亀嵩小学校（第20回/公共建築物/奨励賞）
● �鬼の舌震いの「恋吊橋」（第21回/土木施設/奨励賞）

飯 南 町

● �東三瓶フラワーバレー事業（第1回/緑化・修景）
● �ダム建設に伴い、移築された住宅（第6回/大賞）
● �小田川県単独砂防環境整備事業� �
（第7回/土木施設/優秀賞）
● �中山間地域研究センター� �
（第11回/公共建築物/奨励賞）
● �志津見大橋（第13回/土木施設/優秀賞）
● �銀山街道の古民家「倉屋」� �
（第16回/まち・みどり/奨励賞）
● �島根県立飯南高校寄宿舎� �
（第23回/公共建築物/優秀賞）

川 本 町

● �悠邑ふるさと会館＋かわもと音戯館� �
（第6回/一般建築物/優秀賞）

美 郷 町

● �大浦橋（第1回/公共土木）
● �潮谷川砂防工事（第11回/土木施設/奨励賞）
● �信喜橋（第12回/土木施設/奨励賞）
● �主要地方道川本波多線邑智大橋� �
（第15回/土木施設/優秀賞）
● �「伝統芸能と光の祭典」都賀・長藤地域の取組み��
（第18回/活動・工作物・その他/優秀賞）
● �ふるさとおおち伝承館と前川桜� �
（第18回/まち・みどり/奨励賞）

邑 南 町

● �羽須美村立羽須美中学校� �
（第4回/一般建築物/奨励賞）
● �はすみ文化プラザ（第5回/一般建築物/奨励賞）
● �石見やかみ地区県営ふるさと水と土ふれあい
事業（第7回/土木施設/奨励賞）

● �原山　雲海ロード（第9回/まち・みどり/奨励賞）
● �矢上　鹿子原新堤（第9回/土木施設/奨励賞）
● �羽須美の棚田（上田・平佐）� �
（第17回/まち・みどり/奨励賞）
● �矢上交流センター（第19回/公共建築物/優秀賞）
● �茅葺きのいえ（第19回/民間建築物/奨励賞）

● �天国に一番近い里（第21回/大賞）

津和野町

● �堀家修景事業（第1回/緑化・修景）
● �津和野川こいの散歩道（第3回/土木施設/優秀賞）
● �森鷗外記念館（第3回/一般建築物/優秀賞）
● �道の駅「シルクウェイにちはら・リバーサイド鮎
のよりみち」（第7回/一般建築物/奨励賞）

● �津和野郵便局（第7回/一般建築物/奨励賞）
● �麓耕つつじの里（第8回/まち・みどり/優秀賞）
● �津和野　殿町通り（第9回/土木施設/優秀賞）
● �安野光雅美術館（第9回/公共建築物/優秀賞）
● �津和野の魅力ある夜の景観づくり活動� �
（第15回/工作物その他・活動/奨励賞）
● �畑迫あじさいロード� �
（第20回/まち・みどり・活動/奨励賞）

吉 賀 町

● �大井谷の棚田（第9回/大賞）
● �大井谷の棚田（第16回/景観づくり貢献賞）
● �旧道面家住宅（第23回/民間建築物/奨励賞）

海 士 町

● �承久海道キンニャモニャセンター� �
（第10回/公共建築物/奨励賞）
● �レインボービーチ（第21回/土木施設/優秀賞）
● �旧海士町立崎小学校�（第21回/公共建築物/優秀賞）
● �村上家資料館（第23回/公共建築物//奨励賞）

西ノ島町

● �隠岐海遊園（第1回/民間建築物）
● �西ノ島大橋（第13回/土木施設/奨励賞）
● �鬼舞�～放牧とヒメヒマワリと牧畑跡地保全～
（第19回/活動・工作物・その他/奨励賞）
● �西ノ島町「シャーラ船」� �
（第21回/屋外広告物・その他/奨励賞）

知 夫 村

● �赤ハゲ山の野大根（第10回/まち・みどり/奨励賞）
● �知夫里島の橋「汐見橋」（第16回/土木施設/奨励賞）

隠岐の島町

● �村上家隠岐しゃくなげ園�（第3回/まち・みどり/特別賞）
● �藤野邸（第14回/個人住宅/奨励賞）
● �佐々木家住宅（第17回/公共建築部/優秀賞）
● �都万地区～屋那の松原と舟小屋～� �
（第18回/活動・工作物・その他/優秀賞）
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